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YbshidaHatsusaburoandEastAsiaSteamerrouteGuidance
ＭＡＴＳＵＵＲＡＡｋｉｒａ
YbshidaHatsusaburo（1884-1955)wasabird'seyevlewmapartistwhoproduced
over1,600artworksthroughout30yearsfrommaishomediumperiod(aroundl920'S)to
Showa20もperiod（aroundl945's)．Ｂｙｔｈｅｎ,ｈｅｗａｓｎｏｔｔｈｅｆａｍｏｕｓａｒｔｉｓｔｓｉｎｃｅｈｅ
succeededwithoutjoininginacademicartists'societiesHowever,hebecamewell-known
asthe“Hiroshigeof'maisho”withhisuniquestyleofpainting,andproducedmanybirdも
eyev1ewmaps・
Hisworksincludeinvarietiesofviewssuchas,railroadroutemaps,Ｍｔ､FUji，
religionsacredplaces，nationalparks，summerresorts，vaueys，islets，cherly-blossoms，
castles，exhibitions，Japanese-stylehotels，downtowns，ships，industries，neighboring
countries,disasters,Hiroshima,trips,countlysides,cities,andmodemJapan・
Duringtheperiodmwhichheproducedsomanybird，Ｓｅｙｅｖｌｅｗｍａｐｓ,manyof
hisworkscertainlyderivedfromthematerialsincludingrailroadorsteamshiproutein
theperiodwhich,bytransportation,theyweredevelopedNevertheless,hisworkswere
hardlypaidattentionfromtheperspectiveofhowhisworkswereidentihedbythepoint
ofviewhoomEastAsia,especiallyfromtherelationtomaritimetransportation
Therefbre,inthispaper,Iwouldliketoexaminehisworksparticularlyconcemlng
steam-shippinginmainlyEastAsiafromtherelationtosteamshiprouteatthattime．
Keywaords:YoshidaHatsusaburoBird's-eyeviewEastAsiansteamer20th
Century
吉田初三郎と東アジアの汽船航路案内
松浦章
吉田初三郎（1884～1955）は、大正中期から昭和20年代まで約30年間にわたって、1,600枚を超える鳥
磁図を描いた画家であるが、アカデミックな画壇と接触しないで活躍したためこれまで注目されること
が少なかった人物である')。しかし彼は｢大正の広重｣2)と呼称されたように独特の画風で多くの烏臓図に
l）堀田典裕「吉田初三郎の烏駁図を読む描かれた近代日本の風景」河出書房新社､2009年７月、「はじめに」を参照。
『大正・昭和の烏臓図絵師吉田初三郎のパノラマ地図」別冊太陽、平凡社、2002年１０月。
2）「別冊太陽大正・昭和の鳥雌図絵師吉田初三郎のパノラマ地図」平凡社、2002年１０月。
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よる作品を残した。
吉田初三郎が作成した鳥倣図は多岐にわたるが、これまで鉄道沿線図、富士山、宗教聖地、国立公園、
避暑地、渓谷、島喚、桜、城、博覧会、旅館、街、客船、産業、隣国、震災、ヒロシマ3)など、また旅
行、田園、都市、近代日本の風景4)などを描いた作品を残している。吉田初三郎が鳥倣図作品を多く残
した時代は、交通機関では鉄道や汽船航路が発展していた時代であり、当然それらに関連する題材によ
る作品が多い。しかし、東アジアの視点とくに海上交通との関係において、吉田初三郎の作品がどのよ
うに鳥撤図などに見られるかと言った視点からは、これまで殆ど注目されてこなかった。
そこで吉田初三郎の鳥臓図の中で、海外とりわけ東アジアの汽船航運を題材としての作品を中心に、
当時の汽船航路との関係から見てみたい。
２吉田初三郎と鳥臓図
吉田初三郎は1884年１月に京都で誕生し、1905年に21歳の時に日露戦争に従軍し、1907年に除隊後、
上京して東京白馬会に入会したのは23歳であった。その後、1909年に京都に帰り関西美術院で絵画を学
ぶようになったのは25歳の時である。そして30歳の1914年に鳥臓図作品として第一作「京阪電車御案
内｣5)を発表する。その後は、各社の依頼を受けて活動し、1919年、３５歳の時に北日本汽船会社6)の斡旋
で樺太踏査を行っている。また日本郵船会社から依頼を受けて「日支航路案内」を出版した。この頃に
吉田の作品が世界でも知られ、英文紹介文において‘knownastheHiroshigeofPresentage，…「大
正広重」として周知されるようになった。1927年には朝鮮総督府や南満洲鉄道株式会社や大連汽船会社
の招聡によりハルピン、ソ連国境、満洲里、天津、天津、北平（北京)、上海、青島などを旅行したのは
43歳であった。吉田が56歳となった1940年になると戦局の関係から烏臓図への当局の取締が厳しくな
り、烏賊図の作成は困難となって「絵はがき」作家に転向している。これ以後、吉田の鳥臓図作品は激
減した。アジア太平洋戦争が終結した後の1946年、吉田が62歳の時に広島に画室を設けて原爆の絵を描
いている。そして1955年８月16日に京都で逝去した。齢71歳であった7)。
吉田初三郎の初期の作品目録と言うべきものに「吉田初三郎先生作日本全圃名所固繕蒐集目録」
(昭和４年（1929）１月現在）がある。奥田卯三郎編、観光社補訂であり、その例言には、
3）
4）
5）
6）
7）
｢大正・昭和の鳥雌図絵師吉田初三郎のパノラマ地図」別冊太陽、平凡社、2002年１０月、目次参照。
堀田典裕「吉田初三郎の鳥敵図を読む描かれた近代日本の風景」目次参照。
石黒三郎・アイランズ編「図説鉄道パノラマ地図」2010年４月、１０１頁。京阪本線と宇治線の各駅を紹介。
鉄道沿線図に関して今尾「全国識道旅行給圃』けやき出版、2011年４月、にも吉田初三郎の作品が掲載されている。
33件の沿線図の内、京王電車（34頁～)、東急電鉄（64頁～)、横浜市鳥鰍図（72頁～)、参宮急行電鉄沿線（138頁
～)、大津市鳥倣図（162頁～)、井笠鉄道（236頁～）が吉田初三郎の作品である。
北日本汽船会社は、大正３年（1914）３月に設立され、昭和18年（1943）１１月に大阪商船に吸収された。同社の社
史に『北日本汽船株式曾社二十五年史」（北日本汽船株式曾社、1939年６月）がある。
吉田初三郎研究プロジェクト「吉田初三郎年譜」「大正･昭和の鳥撤図絵師吉田初三郎のパノラマ地図」別冊太陽、
平凡社、89-95頁。
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本目録は大阪の奥田卯三郎氏、木村重一氏、平塚作之助氏の三氏が過去五年間にわたる苦心蒐集の
結晶ともいふべき、大正二年以降昭和四年一月に至る吉田初三郎先生の馨しい作品を、年度別に収
録したもので、之を観光社の同人が厳密に校訂補正編集したものであります。…昭和四年夏観光
社同人名古屋市外犬山町日本ライン蘇江観光社8〉
とあるように、大阪の奥田、木村、平塚の三氏が５年にわたって吉田初三郎の作品を収集した目録であ
り、観光社から出版されている。収録された作品群は次のような分野のものであった。
○しをりのいろいろ
・熱海・伊豆・箱根・東海地方・琵琶湖と北丹・京都・京都附近
・洛外と四園・近畿・中園・九州・九州・北陸・北海道
・餓道省溌行その他
。第一回頒布曾の十二種・第二回頒布曾の十二種・第三回頒布曾の十二種
。特別贈呈品の一部
・吉田初三郎先生作日本全国名所団結蒐集目録
大正二年①京阪電車御案内②同大型
大正三年③耶馬渓御案内
大正四年④京都全市鳥臓図
昭和四年２６５日本全圃名所圃繕
・ポスター
ｌ宮津識道開通（大正十一年）～27京都附近交通緒（昭和四年）
･緒はかき
･未蒐集品目録
京都電車沿線案内など29件が見られる。
･追加
２６２浅野採掘事業要覧（東京附近）－大正十三年－９）
この目録は、横長の長方形型の冊子で39頁にわたり、当時の印刷で色刷りにはされていない白黒の陰
影でしか見られないが、吉田初三郎の色彩の多様さを坊俳させている。
この初期の作品目録からも知られるように吉田初三郎が取り上げた作品は日本全国に及んでいる。そ
のため吉田初三郎の鳥臓図作品（印刷折本）は、沖縄県を除く全都道府県に及ぶ'0)とされ、近年はいく
８）
９）
１０）
｢吉田初三郎先生作日本全園名所圏緒蒐集目録」昭和４年（1929）１月現在。
｢吉田初三郎先生作日本全国名所圃給蒐集目録」（昭和４年（1929）１月現在）
吉田初三郎研究プロジェクト「初三郎鳥厳図を探す都道府県別作品目録｣、『大正・昭和の鳥磁図絵師吉田初三
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つかの地域において注目され、当地の烏賊図を特集する企画展や作品集が刊行され、九州や北海道に限
定した題材を中心に吉田初三郎が描いた烏賊図等に関して企画展や特別展が行われている'１)。
しかしながら、吉田初三郎が各地の鳥臓図を描いた時期は、まさしく世界の時代が、汽船による人の
移動や物流が世界交通の主流となった時代であったため当然ながら吉田の作品の中には汽船交通と関連
する鳥撤図が多々見られる。
そこで吉田初三郎の描いた鳥臓図のなかから東アジアの汽船航路に関連した作品を取り上げて見たい。
３吉田初三郎の烏臓図等に見る東アジアの汽船航路
１）吉田初三郎が活躍する時代の汽船航路
吉田初三郎が活躍する以前の明治43年（1910）５月12日付の「世界汽船航路図」（次頁参照）による
と、世界の汽船航路網は世界中に展開していたことがわかる。特に中国大陸、朝鮮半島、日本列島を含
む東アジアの海域においても汽船航路は漸次拡大する傾向にあった。そのことは｢時事新報」1914年(大
正３）１０月31日付に掲載された「海運界の前途現在甚だ好地位独船の補狭如何」の次の記事からも
知られるであろう。
船腹増大率世界一最近の調査に拠れば、我国の汽船と帆船とを合して二百万噸以上に達し、世界
の各航路に日章旗の翻へらざる港湾なきまでに進歩せり。
明治の初年沿岸航路すら外船の躍鯛に委して、顧るに逼なかりし富時を追‘憶すれば、進歩の隆々た
る今更驚嘆せずんぱあらず。而して其の経路に就いては日清・日露両役と深き関係あり。我が官民
の覚醒を喚起し、政府の保護と民間の努力と相侯って、今日の進歩を来せるば多弁を要せざる所な
るが、航海奨励法は本年九月末日限りにて、施行期日経過せり。航路補助金額も財政上の必要によ
り、明年度よりは低減さるくしと云ふ。定期船に於ても不定期船に於ても、共に幾分の打撃なるべ
きは明白なり。我が海運界今後の護展如何、是れ刻下の大問題たるなり。…
航海奨励法：1896年（明治29)、法律第15号、３月24日公布。
総トン数1,000トン以上、最大速力１０海里、船歳15年以内の鋼鉄船に一定の奨励金が下付され
た。
明治維新以来、日本は半世紀近くの間に海運力で200万噸を越える船腹を保有するに至った。明治政府
の多大な支援のもとに海運力の増強が計られ、世界に屈指する海運国に成長していた。1910年当時の世
界の汽船航路の地図とその部分である日本近海の航路図を掲げた（次頁上部)。
明治開国とともに世界に眼を開いた日本も、それまでの欧米汽船により世界への航路が寡占されてい
郎のパノラマ地図」別冊太陽、125～135頁。
11）「美しき九州の旅一「大正広重」初三郎がえがくモダン紀行一」北九州市立自然史・歴史博物館いのちのたび博
物館、平成20年度秋の特別展、2008年１０月。
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た時期から、自国の汽船で海外への航路12)を開くことになり、汽船が世界交通の重要な交通機関として
成長していたのであった。
そのような時期に、吉田初三郎も海外へ眼を向け、海外のとりわけ東アジアの要地を扱った鳥倣図を
作成している。たとえば「樺太交通著館図」（,9,9年)、「大連」（1928年)、「旅順」（'928年)、「朝鮮交通
図絵」（,929年)、「台湾全島景勝鳥耐図」（1935年)、「南京景勝鳥倣図」（'938年）など40数点が知られて
いる１３)。
そこで次に汽船航路に関連する吉、初三郎の作品鳥倣図を11J心に次に掲げてみたい。
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13）吉田初三郎研究プロジェクト「初三郎烏倣凶を探す都道府県別作品11録｣、『大正・昭和の烏倣図絵師吉田初三
郎のパノラマ地図ｌ別冊太陽、135～136頁。
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2）吉田初三郎と東アジア海域の汽船航路と烏臓図
日本の近海ならびに東アジア海域の汽船航路に関する吉田初三郎の烏臓図を掲げたい。
il ￥
１２）松浦章『近代日本中国台湾航路の研究ｊ清文堂出版、2005年６月。
松浦章『汽船の時代近代東アジア海域」清文堂出版、2013年３月。
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①近畿から瀬戸内海航路
｢近畿を中心とせる名勝交通烏職圏」大正14年（1925）４Ｈ５日発行大阪
毎日新聞社
大正14年（1925）に大阪毎日新聞社から出版された「近畿を中心とする名
勝交通烏臓図」は、近畿地方から西日本にかけての名勝地と瀬戸内海の海上
交通路を中心に描いた鳥臓図である。陸地の鉄道と瀬戸内海の汽船航路がわ
かるように描かれている。主要な地名を赤地や青地で示している。航路上に
は汽船を描いていることから主要航路であることが一目瞭然である｡
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②THElNLANDSEA，OSAKASHOSENKAlSHA（大阪商船会社）
|ＮＬＡＮＤＳＥＡＯＦＪＡＰＡＮ（SETONAlKAl）OSAKASHOSENKAlSHA刊行年不明
“ThelnlandSea”は、刊行年が不明であるが、英文で大阪商船会社の依頼を受けて作成した烏倣図
で、表地は安芸の厳島神社の鳥居を描き、鳥倣図は大阪から九州の別府に至る瀬戸内海航路を描いてい
る。汽船としては次の蓬莱丸、紅丸、紫丸と大阪商船会社が大正1１－１３（1922-1924）年頃に造船もしく
は購入した汽船が見られることから、この烏倣図は大正末から昭和初期のものと思われる。同書には次
の船名、大阪商船の規模が英文で示されている。
ＳＳ.“HORAIMARU”蓬莱丸9,206総トン大正12年購入
Ｓ､S,”KurenaiMaru” 紅丸1,541総トン大正13年造船
Ｓ､S､''MurasakiMaru”紫丸1,591総トン大正１１年造船
OsakaShosenKaisha（OsakaMercantileStemshipCo.,Ltd）
HeadOffiice Osaka,Japan
１４）『大阪商船株式倉社八十年史ｊ大阪商船株式含社、1966年５j１，７６５頁。
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上記の説明に見る大阪商船会社の所有船隻141隻に関して、『大阪商船株式念社八十年史ｊによれば、
昭和３年年末所有船が140隻で総トン数476,420トン'4)とあることから同社の雄大隻数が140隻の時期は
昭和３年（1928）末から昭和４年頃であったから、同時期の作品と考えられる。
大阪商船会社は、1884年（明治17）５月の創業とともに瀬戸内海航路を開始し、1935年（昭和１０）３
月に瀬戸内海航路が摂陽商船に譲渡されるまで、５１年にわたり大阪商船会社にとって重要航路であっ
た。その代表が大阪山陽線、大阪と下関を結ぶ航路であった。さらに1912年（明治45）５月から開始さ
れたのが大阪豊後線である。1913年には大阪別府門司線、1914年には門司への延航路をやめて大阪別府
線として1,400総トン級の客船を投入。1923年12月から毎日発航､1928年12月から毎日昼夜２便発航して
いる'5)。
上記の英文の烏倣阿は1928-1929年頃の大阪商船会社の瀬戸内海航路に関する外国人乗客を勧誘する
ためのものであったと考えられる。
瀬戸内海航路において独白の汽船会社に石崎汽船会社があった。同社の烏|倣図が次のものである。
③石崎汽船会社の伊予を中心とする航路案内
石崎汽船会社伊議道後温泉と松山.大三島昭和２年春観光社
「石崎汽船航路遊覧名所案内岡繍」は、昭和２年（1927）春のもので、印刷所兼発行所観光社「石
崎汽船航路時間表（昭和５年10月１１１現在)」が付せられている。
石崎汽船株式会社は、愛媛県松山市に本社を置く海運会社であり、創業130年を超える老舗の旅客船事
業背である。その略歴は次のようである。
1862年（文久２年）：新浜村（現・松山市高浜）の庄兵衛が廻船業を興す。
1873年（明治６年）：外輪船を輸入し、愛媛県内で旅客船営業を始める。
1919年（大正８年）：株式会社化し、「石崎汽船株式会社」とする。
‐唖
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15）大阪商船三井船舶株式会社『大阪商船株式倉社八十年史』大阪商船三井船舶株式会社、1966年５月、259-260頁。
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※石崎汽船本社大正13年登録有形文化財（建造物)16）
幕末の文久二年（1862）に石崎庄兵衛が創業した回船業を基礎に、汽船を導入して、四国松山を基点
とする瀬戸内海の航運事業に従事する会社である。同社が吉田初三郎に下記の案内書の作成を依頼した
ものと思われる。表紙には瀬戸内海を航行する汽船(左写真の左側）の図案で､右には写真と航路図(左
写真の右側）が記され、当時の時刻表（右写真）も知られる。吉田の鳥倣図は、石崎汽船株式会社の伊
予航路に関するものである。
２）日本沿海港市の烏臓図
日本の沿海に関する鳥倣図としては、佐渡商船会社の求めに応じて描いた佐渡が島、北海道の小樽市
や本州の下関市、九州の長崎市からの依頼された鳥倣図が残されている。
これらを出版年に準拠して述べたい。
①佐渡が島
○佐渡が島「佐渡商船書社航路案内」昭和５年３月１日発行佐渡商船株式倉社
昭和５年（1930）に佐渡商船会社の依頼により出版された「佐渡が島」の表紙は、安寿と厨子王の故
事をテーマにしていると思われる。二人の孤児が、佐渡が島に流された話が話題である。まず「佐渡が
島」を依頼した佐渡商船会社の概略を記したい。佐渡が島の北西の方向から画いた鳥撤図で左側中央に
佐渡が島の両津港を対岸の中央部の左に新潟港、中央に寺泊を示す構図になっている。
｡1913年２月３日一佐渡島側資本の糾合により、佐渡商船
株式会社が創立。新潟本土側資本である越佐汽船との競
合を展開。
｡1923年前佐渡汽船株式会社が設立。本土に近い前佐渡
（佐渡島南部）を中心に新規航路を開設、先発２社に対
抗。同社は1927年に「越佐商船」と改称。
｡1932年４月一佐渡商船株式会社は、新潟汽船株式会社、
越佐商船株式会社の両社を買収して合併、商号を現社名
「佐渡汽船株式会社」に改称。
１６）石崎汽船株式会社のＨＰによる。
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③下関港
○下関「先帝祭之固」昭和７年11月３日発行下関市役所
下関の鳥倣図は昭和７年（19329に下関市役所の依頼によって作成
されたもののようで､下関市役所から発行されている。表紙は「先帝
祭之圏」と添え書きされているように。先帝祭の一光環を描き、花魁
道中の一端と思われる。下関は､1875年（明治８）に上海定期航路寄
港地として開港し、三菱郵便汽船会社の横浜・神戸・下関・長崎から
上海へ毎週一回航行する汽船航路の寄港地となった。そのため毎週、
横浜、神戸からの往航、上海･長'11奇からの復航の三菱郵便汽船会社の
汽船が入港してきた。
②小樽港
○小樽「小樽市鳥臓園」昭和６年夏吉田初三郎印刷所：観光社
○小樽｢小樽市烏撤園」昭和11年12月30日発行京都祇園吉田
初三郎
北海道の代表的な港市の一つである小樽に関する吉|TIの鳥臓図
は昭和６年（1931）のものと、昭和11年（1946）の２種類が知ら
れる。ここでは昭和１１年版を掲げたい。表紙は小樽と左に記し、
右には「暁天の小樽港」と記すように、早朝の小樽港の光景を描
いたもので、汽船と帆船も描かれているように時代の惰溌を祐俳
させるものと言える。
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『④長崎港
○景勝の長崎（｢唐船入津之固｣）昭和９年１月2511発行長
昭和９年（1934）に長崎市の観光誘致協会の依頼を受けて作
成したものが｢景勝の長崎｣である。表紙には江戸時代に長崎
に来航したri:1国の唐船を描いている。この烏|倣図の卿lIiiと言
うべきものが江ﾉゴ時代後期の版画｢唐船入津之岡｣である。「噛
船入津之闘」は､19世紀初めから約40年にわたり長崎に来航し
た中国船｢金全勝」を描いたものである。それを翻案したⅨlと
なっている。長111奇は江戸時代を通じてオランダと''1|判との鷲
易を行う港市として繁栄していたが､1854年（安政元）に徳川
幕府の開国政策によって長|||奇港が対外開放された港である。
崎市観光誘致協曾
⑤横浜港
○横浜｢横浜市烏職図」昭和10年３月2511発行横浜商工含議所
昭和１０年（1935）に横浜商工会議所の依頼によって作成したも
のが鳥臓図「横浜」である。表紙は周知の如くペリーの黒船来航
の一場面をモチーフにしたものである。この烏倣図は東京湾の海
上から西に向いて横浜港内、市街区を画き、左側上部には富士山
の締麗な姿が見られる。右側は1930年代後半以降に急激に発展す
る前の川崎市の様子である。
??
患鯵鍾景ｉ
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３）海外航路に関する烏臓図
吉田初三郎は、日本国内に限らず海外の航路に関する鳥倣図も作成している。その一例が、中国の遼東
半島の東南端の海港大連に根拠地を持った大連汽船会社の航路案内や朝鮮半島を|府脈した鳥臓図である。
①大連汽船会社の航路案内
大連汽船航路御案内昭和４年３月15日発行大連汽船株式曾社
南満洲鉄道会社の子会社である大連汽船会社は、1925年（大正１４）に大連で設立された汽船航運業を
主とする会社である17)。吉田初三郎は同社に依頼され同社の汽船に乗船して後に下記の案内書を作成し
た。「大連汽船ＤＫＫLINE、HATUSABUROYOSHIDA（吉田初三郎)、昭和４年３月15日発行発
行所大連汽船株式会社」に見られる「桧に添へて一筆」昭和四年春日本ライン蘇江々畔の新書室に
て吉田初三郎によれば、
…東洋一といはれる壮麗な大連の埠頭を、五彩のテープに送られて、斜めに過ぎる直隷海峡の風も
爽やかに、さしてゆ<は海清〈、砂白〈、翠り涼しい青島の港一ユッタリと落着いた奉天丸のデ
ッキから眺やる晩春初夏の山東半島には、泰山も勝山も、其の山容をくきやかに浮彫りしてゐる。
青島から約一豊夜、揚子江の河口が近づいてくると、赤白様々な帆をあげた戎克や汽船が、海島の
群立つ如く右往左往して、程なく其の一支流黄浦江の沿岸にある東洋蛾大の貿易市場上海に入る。
??
?
?
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17）『大連汽船株式命社二十年略史』大連汽船株式命社、1935年６月。
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と記している。
鳥|耐図は、右側から左側にかけて朝鮮半島から上海にまでを描いた長方形のものである。右側の中心
が大連埠頭と大連汽船会社と大連市内が描かれ、中央から左側にかけて北平と呼称された北京と天津そ
して山東半島と青島港して左端に上海港を描いているように、大連汽船会社の主要定期航路の代表的な
寄港地を描いている。この航路に乗船して描いた吉田初三郎の作品を大連汽船は旅客を勧誘するパンフ
レットに挿入したものであった。
吉田も搭乗した奉天丸の写真や大連・青島・上海と大連・天津の航路案内や奉天丸、天津丸の船内施
設など、そして大連、青島、上海、天津、北平などの寄港地の簡単な名所案内記が附記されたパンフレ
ットであった。
「大連汽船，.K,KLlNE｣、HATUSABUROYOSHIDA（吉田初三郎)、昭和４年３月１５日発行
②朝鮮半島の烏臓図
朝鮮大国糟成鏡南山白頭山元山毎日新聞社昭和４年９月１日
発行
朝鮮半島の東南部に位置する元111にあった毎日新聞社の求めによっ
て作成したものが｢朝鮮大園給｣である。表紙は白頭山の光景を描き、
鳥||敢図は朝鮮半島の北部から傭撤し南は対馬海峡を越えて日本列島を
も描いている。
小結
吉田初三郎（1884～1955）は､大正中期から昭和20年代まで約30年間にわたって、1,600枚を超える鳥
倣図を描いた画家と言われ、「大正の広重｣'8)と呼称されたように多くの作品を残した。そこで吉田初三
郎が残した作品群のなかから東アジアの汽船航運に関する作品に焦点をあてるとどのような様相が見ら
れるかを究明しようと試みたのが本稿である。
吉田初三郎の作品群から汽船航路に関する鳥倣図を中心に、当時の汽船航路との関係からの視点から
１８）『別冊太陽大正・昭和の烏倣図絵師吉ITI初三郎のパノラマ地例』平凡社、2002年１０月。
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取り上げてみた。本稿で取り上げたように陸上の鉄道と並び海上交通に汽船が主力の交通機関として活
躍した時代の状況を如実に示す作品が多く残されていることが知られる。吉田初三郎の作品は、交通機
関では鉄道や汽船航路が、人々 の移動や物資の輸送に‘恒常的に利用された時代であった。そのため吉田
の作品群の各烏倣図は、一定の航路、特定の港市を対象にして微視的に焦点をあてたものではあるが、
しかしその視点は広角的視野から傭撤すると言う画法を多用し、一般大衆に理解されやすい形式で烏賊
図を作成しているのである。誰もがそれらの交通機関を利用し、汽船に搭乗して移動したい気持ちを喚
起させる作品に仕上がっている。
吉田初三郎のこれらの作品群を東アジアの視点とくに海上交通、汽船航路との関係に関して見てみた
場合、多くの視点が喚起されるであろう。
【付記】
本稿は、2013年７月５日の東西学術研究所における「文化交渉学教育研究拠点・近世
究班」において報告したものに依拠して加筆したものである。さらに本稿はアジア文化
｢東アジア文化資料のアーカイヴズ構築と活用法の研究拠点形成」の成果の一部である。
近代日中交渉研
研究センターの
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